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お待たせしました．『あたらしい皮膚科学 第 3 版』をお届けします．2005 年に初版
を発刊して以来，お陰様で本書は多くの皆様にご愛読いただいております．近年の皮膚
科学の進歩は顕著であり，本書も常に「あたらしい」情報を提供したいと考え，2011 年
には改訂第 2 版を刊行いたしました．そして，その後も進歩を続ける皮膚科学に対応す
べく，こつこつと約 7 年間の年月をかけて本書の内容を精査してまいりました．ここに
全面改訂した『あたらしい皮膚科学 第 3 版』をお届けできることは，皮膚科医として
の望外の喜びです．

今回の改訂にあたっては，初版の「必要なことは漏らさず，毎日の診療・実習に携帯
しやすいコンパクトさ」を継承しました．第 2 版の内容から，解説は約 50 項目の増加，
臨床写真は差し替えも行いつつ，教育的にも重要な230余枚の写真を新規に加えました．
その結果，収載した臨床写真と模式図，表の合計点数は 2,000 点を超えたものの，全体
として約 30 頁の増加でおさめました．また，表紙の裏の「見返し」と呼ばれる部分に，
皮膚断面の構造をリアルに表現した精緻なイラストを掲載し，さらに使い勝手がよいよ
うに，第 3 版はカバーを外しても使えるようになっています．

そのほか，具体的な改訂のポイントは以下のとおりです．
●乾癬，悪性黒色腫，生物学的製剤など最新の疾患概念・診断基準・治療法に対応．
●最新の国際的な疾患分類・病名に準拠し，これまで未収載だった疾患や新しい分類で
追加された疾患を掲載：血管炎，皮膚筋炎，表皮水疱症，掌蹠角化症，自己免疫性疾患，
悪性リンパ腫，間葉系悪性腫瘍など．
●とくに読むのが難しい漢字や英語にルビ（読み方）をふり，医療者が自信をもって読
めるようにさらに配慮．
●医師国家試験出題レベルの重要疾患に★マークをつけ，★マークの勉強で医師国家試
験に，さらに本書 1 冊を読み込むことで皮膚科専門医試験にも完璧対応．

なお，写真の収集や校正に御協力くださいました北海道大学皮膚科教室と関連病院の
皆様をはじめ，多くの方々の御支援に心から感謝します．また初版からお世話になって
いる北海道大学皮膚科教室の藤田靖幸講師，私の数多くのリクエストに応えてくれた中
山書店の岩瀬智子さんにも深謝いたします．
『あたらしい皮膚科学 第 3 版』に込めた「皮膚科学の楽しさや奥深さ」が多くの読者

に伝わり，皮膚疾患の理解や皮膚科学への興味がより深まることを心から願っていま
す．

2018 年 1 月
清水　宏
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F．皮膚の免疫機構／ b．免疫担当細胞　　33 1

cyte）が遊走してきたものがあり，主に IFN-g によって誘導さ
れる．強い貪食作用をもち，貪食した抗原の蛋白をプロテアソ
ーム（proteasome）によってペプチドにまで分解し，その抗
原情報を MHC class Ⅱに載せて T 細胞に提示する（抗原提示
細胞，図 1.51 参照）．また，炎症の際には増殖し，局所に遊走
して IL-1b，IL-6，IL-8，IFN-a など種々のサイトカインを遊離
し，病原体の食作用や感染細胞の傷害を引き起こす．組織球同
士が融合して巨細胞を形成することもあり，慢性の炎症におい
ては肉

にく

芽
げ

腫を形成する中心的細胞となる（2 章 p.46 参照）．
マクロファージは活性化の様式から，Th1 に作用し抗菌作

用をもつ M1 マクロファージ（CD80 陽性）と，Th2 に作用し
組織修復や寄生虫排除などにかかわる M2 マクロファージ

（CD163 陽性）に大別される．特に真皮血管周囲に常在する
M2 マクロファージは，各種アレルギー性疾患にかかわること
が最近示されている（MEMO 参照）．

4）肥満（マスト）細胞　mast cell 

Ⅰ型アレルギーの中心的細胞である．表面に IgE に対する
高親和性レセプター（FceRⅠ）をもち，細胞内にヒスタミン
などの炎症性物質を大量に含む．IgE と結合し，なおかつその
IgE に反応する抗原が結合したときに活性化し，種々の化学伝
達物質を細胞外に放出する（図 1.30 参照）．この物質はヒスタ
ミンおよびヘパリンが主成分であり，そのほか，好中球遊走因
子（neutrophil chemotactic factor；NCF），アナフィラキシー
好酸球遊走因子（eosinophil chemotactic factor of anaphylax-
is；ECF-A），トリプターゼやキマーゼなどの各種酵素，腫瘍
壊
え

死
し

因子（tumor necrosis factor；TNF）様物質などが知られ
ている．また，炎症起因物質であるプロスタグランジン，ロイ
コトリエン，IL-3，4，5，血小板活性因子などを産生し，放出

形質細胞

マントル帯

骨髄

胚中心

濾胞中心芽
細胞

濾胞中心細胞

抗原刺激
など

マントル
 B 細胞

濾胞ヘルパー T細胞

濾胞
樹状細胞

辺縁帯

●1

●2

ナイーブ
 B細胞

一部はメモリー
B 細胞へ

●3 図 1.54　B細胞の分化
●1 濾胞中心芽細胞は分裂して濾胞中心細胞と
なる．●2 濾胞中心細胞は濾胞ヘルパー T 細胞
や濾胞樹状細胞と作用し，教育や，選択，ク
ラススイッチが行われる．●3 一部の濾胞中心
細胞はアポトーシスを起こし，組織球に貪食
される．

iSALT と皮膚炎，海綿状態
アレルギー性皮膚炎では，角化細胞が IL-1a を分
泌し，血管周囲に常在している M2 マクロファー
ジに作用する．これが真皮樹状細胞とリンパ球を
血管周囲に呼び寄せ，誘導型皮膚関連リンパ網内
系組織（inducible skin-associated lymphoid tis-
sue；iSALT）を形成する．iSALT が IFN-g を分泌
すると，角化細胞のヒアルロン酸分泌が亢進して
表皮細胞間浮腫をきたし，海綿状態が形成される
と考えられている．
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ある P
ポイツ

eutz-J
イェガース

eghers 症候群や色素沈着型の薬疹でも同様の所見
をとる．また，真皮内母斑や複合母斑の一部で，parallel ridge 
pattern に近い所見を認めることがある．

7．multicomponent pattern　多構築パターン

多くの良性メラノサイト系母斑は均一なダーモスコピー所見
をとり，1 〜 2 種類のパターンで記載可能である．3 種類以上
の所見が混在している状態を multicomponent pattern といい，
悪性黒色腫の可能性を疑うべき所見である（図 3.20）．

そのほか，メラノサイト系病変の所見が非対称性，不均一，
自然消退が一部でみられる，あるいはいずれのパターンにも当
てはまらない場合などでも悪性黒色腫を疑う．

レベル 1 でみられるメラノサイト系病変の所見，とくに pig-
ment network がみられない場合は，次に示す基底細胞癌（22
章 p.444 参照）に特徴的な所見の有無を検討する（レベル 2）．

1．arborizing vessels　樹枝状血管 

腫瘍表面を走行する拡張した毛細血管を反映して，分枝状な
いし稲妻状で太さの不均一な血管を認める．とくに色素を伴わ
ない白人の基底細胞癌の診断に有用である（図 3.21）．ダーモ
スコープを強く当てすぎると，毛細血管拡張がみえないことが
あるので注意を要する．

C．基底細胞癌　dermoscopic findings in basal cell carcinoma

図 3.21　arborizing vessels（樹枝状血管）

図 3.20　multicomponent pattern（多構築パターン）：悪性黒色腫
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対するモノクローナル抗体を投与する治療が近年普及している
（表 6.12）．とくに重症乾癬や悪性黒色腫などでは著しい効果
をみることがあり，今後ますます発展することが予想される．
一方で，結核顕在化などの重篤な感染症や自己免疫疾患，病態
の逆説的な悪化（paradoxical reaction）などに注意する必要
がある．また，高額な薬剤であり社会的関心も高まっているこ
とから，適切な運用が求められている．

表 6.12　皮膚科領域で使われる主な生物学的製剤

薬剤名 製品名 ターゲット分子 有効な疾患（主なもの） 備考

乾癬治療薬	
インフリキシマブ レミケード® TNF-a 乾癬，関節リウマチ，炎症性腸疾患，Behçet 病，

川崎病

アダリムマブ ヒュミラ® TNF-a 乾癬，関節リウマチ，炎症性腸疾患，壊疽性膿
皮症，化膿性汗腺炎

エタネルセプト エンブレル® TNF-a 関節リウマチ，乾癬
セルトリズマブ ペゴル シムジア® TNF-a 関節リウマチ，乾癬
ウステキヌマブ ステラーラ® IL-12/23 p40 乾癬，Crohn 病
セクキヌマブ コセンティクス® IL-17A 乾癬

ブロダルマブ ルミセフ®, Siliq ®，
Kyntheum®

IL-17RA 乾癬

イキセキズマブ トルツ® IL-17A 乾癬

ビメキズマブ IL-17A/F 乾癬 開発中
グセルクマブ Tremfya® IL-23 p19 乾癬
チルドラキズマブ IL-23 p19 乾癬 開発中
リサンキズマブ IL-23 p19 乾癬 開発中

炎症性疾患治療薬
オマリズマブ ゾレア® IgE 慢性蕁麻疹，喘息，アトピー性皮膚炎
デュピルマブ デュピクセント® IL-4Ra (IL-4, IL-13) アトピー性皮膚炎
ネモリズマブ IL-31 アトピー性皮膚炎 開発中
カナキヌマブ イラリス® IL-1b クリオピリン関連周期性症候群

トシリズマブ アクテムラ® IL-6R 関節リウマチ，Castleman 病，全身性強皮症
ベリムマブ ベンリスタ® BLyS 全身性エリテマトーデス

抗腫瘍薬
リツキシマブ リツキサン® CD20 B 細胞悪性リンパ腫，天疱瘡，多発血管炎性肉

芽腫症，顕微鏡的多発血管炎
ブレンツキシマブ ベドチン アドセトリス® CD30 未分化大細胞リンパ腫，菌状息肉症
モガムリズマブ ポテリジオ® CCR4 成人T細胞リンパ腫/白血病，皮膚T細胞性リンパ腫
ニボルマブ オプジーボ® PD-1 悪性黒色腫，非小細胞肺癌，腎細胞癌
ペムブロリズマブ キイトルーダ® PD-1 悪性黒色腫，Merkel 細胞癌，非小細胞肺癌
イピリムマブ ヤーボイ® CTLA-4 悪性黒色腫，肺癌
アベルマブ バベンチオ® PD-L1 Merkel 細胞癌

バビツキシマブ ホスファチジルセリン 悪性黒色腫 開発中
その他

デノズマブ プラリア® RANKL 骨粗鬆症

青字：2017 年現在，保険適用のある疾患． 

バイオシミラー
（biosimilar）
いわば生物学的製剤の後発医薬品である．先発品
と抗体蛋白の一次構造は同一であるが，抗体を産
生するクローンが異なる．先発品の 2/3 程度の価
格であり，医療経済の面で注目されている．
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5．IgG4関連疾患　IgG4-related disease 

血清 IgG4 高値（135mg/dL 以上）と，種々の臓器への IgG4
陽性形質細胞の浸潤・腫瘤形成を特徴とする疾患概念である．
下垂体へ浸潤すると自己免疫性下垂体炎，涙腺に浸潤すると上
眼瞼が腫脹するM

ミクリッツ

ikulicz 病（図 12.26），膵臓へ浸潤すると自
己免疫性膵炎を発症する．臨床的に Sjögren 症候群に類似する
が，抗 SS-A/B 抗体は通常陰性である．皮膚病変としては形質
細胞増多症，偽リンパ腫，好酸球性血管リンパ球増殖症，木村
病などが鑑別となり，これらと診断されたものの中に本症が含
まれることがある．

E．自己炎症性疾患　autoinflammatory diseases

いわゆる膠原病は，獲得免疫系の異常により自己抗体を産生
することで発症するのに対し，自然免疫系の異常で説明される
全身性疾患の存在が近年報告されるようになり，これをまとめ
て自己炎症性疾患という．狭義には自然免疫系にかかわる遺伝
子異常によって発症するものをさすが，広義には成人 Still 病
（p.214 参照），B

ベーチェット

ehçet 病（11 章 p.174 参照）や壊疽性膿皮症（11
章 p.176 参照）なども包括しうる．本書では代表的な疾患を取
り上げる．

1．家族性地中海熱　familial Mediterranean fever

常染色体劣性遺伝で，MEFV遺伝子変異による．MEFV遺
伝子はピリン（pyrin）をコードし，これが低下することで自
己炎症反応の制御が破綻すると考えられている．大部分は 20
歳以下で初発するが，中高年になって診断されることもある．
典型例では 1〜 4日間持続する高熱，腹痛，関節炎や胸膜炎と
いったエピソードを 2〜 4週ごとに周期的に繰り返す．このと
きに，関節炎部位の周囲に丹毒様のびまん性紅斑がみられるこ
とがある（図 12.27）．NSAIDs やステロイド内服に反応しにく
く，コルヒチンが著効する．

2．クリオピリン関連周期熱症候群　  
 cryopyrin-associated periodic syndrome；CAPS

炎症の初期反応を制御するクリオピリン（NLRP3 遺伝子）
の変異により，IL-1bが異常に産生されることで発症する常染
色体優性遺伝疾患．臨床症状の程度により，家族性寒冷蕁麻疹

図 12.27　家族性地中海熱（familial Mediterranean 
fever）
潰瘍を伴う浮腫性紅斑．Sweet 症候群（9 章 p.143）
に類似した皮疹を生じることもある．

図 12.26　Mikulicz 病（Mikulicz’ disease）

臨 床 写 真 

臨 床 写 真 
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s�変動性紅斑角皮症　→ p.280 参照．

b． 掌
しょうせき

蹠角化症　 
palmoplantar keratoderma；PPK

定義・分類
遺伝性に手掌や足底に高度な過角化をきたす疾患の総称．臨
床型や遺伝形式によりいくつかの病型に分類されているが，病
型の決定が困難な症例も少なくない（図 15.14，表 15.4）．

治療
いずれの型も根本的な治療法はない．レチノイド内服やサリ
チル酸ワセリン，保湿剤の外用．

1．長島型掌蹠角化症　� �
� Nagashima type palmoplantar keratosis； NPPK

日本で最も高頻度にみられる掌蹠角化症である．常染色体劣
性遺伝でSERPINB7 遺伝子変異によることが最近判明した．
潮紅を伴う過角化が掌蹠のみならず手背や足背，肘などに及ぶ
（図 15.14① a，b）．多汗を伴い，入浴などにより角層が白く浸
軟することが多い．

2．U
ウンナ

nna-T
トースト

host型掌蹠角化症　  
 Unna-Thost palmoplantar keratoderma

同義語：（diffuse） non-epidermolytic palmoplantar keratoderma

常染色体優性遺伝．乳児期から掌蹠に限局したびまん性の病
変を形成し，周囲に紅

こう

暈
うん

を認める．掌蹠は発汗過多を示すこと
が多い．手背や足背に症状をきたさない．病理学的には，過角
化と表皮肥厚が観察されるが顆粒変性を認めない．Vörner 型
（次項）との異同が議論になっている．

3．V
フェルネル

örner型掌蹠角化症　 
 Vörner palmoplantar keratoderma

同義語：（diffuse） epidermolytic palmoplantar keratoderma

常染色体優性遺伝．臨床的には Unna-Thost 型と同様（図
15.14① c）．病理組織学的に顆粒変性（granular�degeneration）

図 15.14①　掌蹠角化症（palmoplantar keratoder-
ma）
さまざまな程度の角化を掌蹠に認める．a，b：長島型．
c：Vörner 型．d：点状掌蹠角化症．

a b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo pp

a b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo pp

a b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo pp

a b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo pp

臨 床 写 真 

臨 床 写 真 

臨 床 写 真 

臨 床 写 真 
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常が発症に関与し，紫外線や外傷，放射線，瘢痕などとの関連
性もある．

また，色素性乾皮症，母斑性基底細胞癌症候群，慢性放射線
皮膚炎，慢性砒素中毒症，脂腺母斑などの基礎疾患から発症す
ることもあり，この場合は若年者にも生じ，多発する（図
22.2）．

病理所見
基底細胞に類似した腫瘍細胞の増殖（図 22.3）．大きな楕円

形の核をもち，細胞質に乏しく，異型性は低い．基底層では柵
状配列（palisading arrangement）を認め，周囲結合組織の増
殖をみる．また，腫瘍胞巣と周囲結合組織との間に裂

れつ

隙
げき

を認め
る点が特徴的．表皮ないし毛包由来のメラノサイトを混じてお
り，また間質内に大量のメラノファージが認められ，このため
臨床的に黒色調となる．充実型（solid），微小結節型（mi-
cronodular），腺様型（adenoid），角化型（keratotic），囊腫型

（cystic）など多様な病理所見を呈し，これらが混在する．（図
22.4）．

鑑別診断
母斑細胞母斑，青

せいしょく

色母斑，S
スピッツ

pitz 母斑，脂漏性角化症，悪性
黒色腫，尋常性疣

ゆう

贅
ぜい

，壊
え

疽
そ

性膿皮症などとの鑑別を要する．ダ

図 22.2　他の基礎疾患から発症した基底細胞癌
a：色素性乾皮症 D 群患者に生じた例（矢印が基底
細胞癌）．b：脂腺母斑上に生じた例．

a b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo pp

a b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo pp

図 22.3　基底細胞癌の病理組織像
a：充実型．表皮と連続している．b：充実型．胞巣と結合組織の間に裂隙をみる．c：微小結節型．10 細胞程度からなる小さな胞巣の集簇．d：
腺様型．e：表在型．基底細胞に接して，釣り鐘状の胞巣が並ぶ．f：斑状強皮症型．小さな胞巣が浸潤し，線維化を伴う．

a b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo ppa b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo ppa b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo pp

a b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo ppa b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo ppa b c d e f ha b c d e f gg h ii jj kk ll mm nn oo pp

臨 床 写 真 

臨 床 写 真 
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